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フロート板ガラス

特殊中間膜 0.5ミリ

真空層 0.2ミリ

マイクロスペーサー
フロート板ガラス

フロート板ガラス

クリアFJUのもͭ機能はそのままに、真空と
ಛघத間ບによって、༏れた断熱ੑ能と遮Ի
ੑ能をൃشします。

‒ಛɹ
1 ःԻੑ

ಁա損ࣦ測定値は+*4�5ڃ-�をΫϦΞ。֎෦から

の૽Իをܰݮし、またࣨのൃੜԻを֎にಀがすこ

となくշ適ならしを守ります。

ઢカοτ֎ࢵ 2

ଠཅの光にؚまれるࢵ֎ઢは、Ո۩・カーςン・นの

色᧙のݪҼになります。ΫϦΞ'it੩はͦの99ˋ

をカοτします。

� ෩ѹڧ

多ػ能ながらも施工性のྑいബܕ設計。たとえϚ

ンションの20֊෦に使用する合、அ熱ػ能を

もったෳガラスは�22ミϦのްさを必ཁとします

が、ΫϦΞ'it੩はͦのҎԼのްさの9.�ミϦで

ご使用になれます。

அੑߴ �

ਅۭのޮՌによりߴஅ熱性能をൃشします。ౙ、

ஆをしていてもஆかいからだの表໘から૭ガラ

スۙのྫྷؾに熱をୣわれפくײじる「ྫྷ射」や、

ݩがྫྷえྫྷえする「ίールυυラϑτݱ」をや

わら͛、շ適なࣨڥがಘられます。

‒༻్
1�੩ॗ性とஅ熱性がٻめられる৽築Ϛンション、

ϗςル、පӃなどの建築

2�防Ի合わせガラスを採用しているϚンションな

どのஅ熱ϦϑΥーϜ。
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遮Իੑ能の比較

クリアFJU੩
9�7ϛリ

ペアϚルν
（F-5ʴ"12ʴF-5）

フロート板ガラス
（F-5）

フロート 板ガラス

フロート 板ガラス

フロート
板ガラス

5ミリ

中空層
12ミリ

5ミリ

フロート 板ガラス

フロート 板ガラス

フロート
板ガラス

5ミリ

中空層
12ミリ

5ミリ

フロート 板ガラス

フロート 板ガラス

フロート
板ガラス

5ミリ

中空層
12ミリ

5ミリ

෩ѹੑ能の比較

クリアFJU੩
9�7ϛリ

ペアϚルν
22ϛリ

フロート板ガラス
�ϛリ

ங高さ：60Nݐ ／ग़݅ࢉ※ ／֊：20֊／ガラスੇ๏：1�00ʷ900NN
ガラス面ੵ：1�62N2 ／ガラス地上高：60N　ઃܭ෩ѹ ४෩جྗ）
34N�T࠶現ظ間100年）／ਖ਼ѹ：4655/（2�73/�N2ʷ1�62N2）
۱֯部ෛѹ： 49�7/（307�/�N2ʷ1�62N2）

※ पผಁաଛࣦଌ定はガラス୯Ґでのੑ能です。窓としてサッシにΈࠐんだ場合には、この
ੑ能が下がる場合もありますのでご意ください。

※遮Իੑ能をे分にൃشさせるためには、遮Իੑ能の高いサッシをご用ください。

クリアFJU੩ ߏਤ

室外ଆ 室ଆ
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線Χットの比較֎ࢵ

クリアFJU੩
9�2ϛリ

ペアϚルν
（F-5ʴ"12ʴF-5）

フロート板ガラス
（F-5）

ࣨ内ࣨ֎ ࣨ内ࣨ֎ ࣨ内ࣨ֎ ※ଠཅかΒのޫにはࢵ֎線・Մޫࢹ線・֎
線がؚまれます。ࢵ֎線を大෯にΧットす
るガラスもՄޫࢹ線は一ൠの板ガラスと
ಉ様にಁաします。ࡐྉの変৭・᧙৭やਓ
ମの日মけは、ࢵ֎線Ҏ֎にもՄޫࢹ線に
よってىこる場合がありますのでご意
ください。またଠཅޫҎ֎、ྫ͑ޫܬラ
ンプなど一ൠর明にもࢵ֎線がؚまれて
いる場合がありますので、ڥઃܭにはご
意ください。

真空層を保持する
マイクロスペーサー

保護キャップ

ബܕஅガラス

Ϋリア'JU® ੩
関連項目頁
˙ガラスを安全にお使いいただくために� ˰1��
˙൘ガラスのඪ४施工� ˰1����
˙ޫֶతɾత性� ˰1����
�খड注ੇ๏࠷େɾ࠷˙ ˰1����
˙設計ɾ施工ɾ使用্にؔするご注意� ˰1����ɾ1����
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吸収率
（％）

透過率
（％）

透過率
（％）INOUT OUT

透過率
（％）

熱   的   性   能
遮蔽係数
S・C
夏 夏冬 冬

日射熱取得率
η 

熱貫流率日  射
反射率（％）

紫外線

9.2

呼び厚さ
合計
（ミリ）

●性能表

FL2.5＋中間膜0.5＋FL3＋V＋FL3

構成品種

光 学 的 性 能
可  視  光
反射率（％）製品名  Kcal/㎡h℃

冬 冬
 W/（㎡K）

78.9 14.2 14.7 66.9 11.9 21.2 0.3 2.2 0.83 0.822.6 0.73 0.72クリアFit静

※不ಁ明タイプもಁ明タイプとಉじੑ能です。
※本දのは、ޫ ֶతおよび熱తੑ能をࣔす一ൠతであり、各製品のੑ能をอূするものではありません。

˔品छද

製品名 パターン 呼び厚さ
（ミリ） 最大寸法（mm） 最小寸法（mm）

335×120

構成品種

FL2.5 ＋ 中間膜0.5 ＋ FL3 ＋ V ＋ FL3
FL3 ＋ 中間膜0.5 ＋ FL3 ＋ V ＋ FL3
FL4 ＋ 中間膜0.5 ＋ FL3 ＋ V ＋ FL3
FL5 ＋ 中間膜0.5 ＋ FL3 ＋ V ＋ FL3
FL2.5 ＋ 中間膜0.5 ＋ FL3 ＋ V ＋ G3
FL3 ＋ 中間膜0.5 ＋ FL3 ＋ V ＋ G3
FL4 ＋ 中間膜0.5 ＋ FL3 ＋ V ＋ G3
FL5 ＋ 中間膜0.5 ＋ FL3 ＋ V ＋ G3

9.2
9.7
10.7
11.7
9.2
9.7
10.7
11.7

2,400×1,240

1,800×1,200

透明

不透明

クリアFit静

データࢉग़のためのॾ݅は1�1�4をごࢀরください。

ʲදதのه号ʳF-：フロート板ガラス　7：真空0�2ϛリ　(：すり板ガラス
※上هҎ֎の様にͭいては、おい合Θせください。

クリアFJU੩

‒Χϥʔαϯϓル

※この৭ௐݟ本はҹのため実ࡍの৭とଟগҟなります。
ご࠾用のࡍにはサンプルによるご֬ೝをおすすめします。
。রくださいࢀӨ݅は1�209をごࡱ

ࣹ ಁա
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